
農業経営を継承しませんか？

～福島県いわき市（品目：梨）～

(１) 場所掲載 福島県いわき市

（２） 継承可能時期 令和９年以降（園主と要相談）

（３） 継承する資産 農地、作業場、農機具、棚、樹

農地 約５０a

施設・農業機械 要相談

（４） 留意点 ※樹が老木化しているため、場合により改植が必要。
※就農希望者が主体的に継承元との話し合いを重
ねたうえで継承を進めていくこと。

情報：令和８年7月時点

３ 日本なしの経営モデル（例）

（１）面積 ４０a（慣行栽培）、２０a（ジョイント栽培）

(2)販売額等 売上：7,4２５,０００円
所得：２,９７０,０００円（所得率：４０％）

(3)品種等 品種：「幸水」「豊水」「あきづき」「甘太」「王秋」
販路：ＪＡ共選場出荷、直販（贈答用梨）
労働力：４名（パート雇用2名）

（４）備考 県の認定研修機関であるＪＡ福島さくら梨部会で研修
を受けてから就農することを推奨します。

４ お問い合わせ
福島県いわき農林事務所農業振興普及部（TEL：０２４６－２４－６１６２ ）
JA福島さくら小川営農経済センター（TEL：０２４６－８３－１１２２）

まずはこちらにご相談ください

継承希望者募集

１ 第三者継承のメリット

２ いわき市における梨の継承元の一例

 初期投資が抑えられ、早期に収入が得られます。
 継承元の熟練農業者から栽培ノウハウを習得することができます。

※梨畑のイメージです ジョイントＶ字トレリス栽培


